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問合せ先 取締役執行役員管理本部長 安井 明宏 
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自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による自己株式の取得結果及び自己株式取得終了

並びに主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ 

 

当社は、昨日（平成 28 年 8 月 25 日）にお知らせいたしました自己株式の取得について、下記の

とおり買付けを行いましたので、お知らせいたします。 

なお、下記の取得をもちまして、平成 28 年 8 月 25 日の取締役会決議に基づく自己株式の取得は

終了しいたします。 

また、下記自己株式の取得の結果、当社の主要株主である筆頭株主に異動が生じましたので、併

せてお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．自己株式の取得結果 

１． 自己株式の取得を行う理由 

株主還元及び経営環境の変化に対応した動機的な資本政策を遂行するため。 

 

２．自己株式の取得の内容 

（１）取得対象株式の種類    当社普通株式 

（２）取得した株式の総数    270,000 株 

（３）株式の取得価額の総額   193,050,000 円 

（４）取得日          平成 28 年 8月 26 日 

（５）取得方法         東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3） 

による買付け 

 

（ご参考）自己株式の取得に関する決議内容（平成 28 年 8 月 25 日公表分） 

（１）取得する株式の種類   当社普通株式 

（２）取得する株式の総数   280,000 株（上限） 

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 13.4％） 



（３）株式の取得価額の総額  200,200,000 円（上限） 

 

Ⅱ．主要株主である筆頭株主の異動 

１．異動が生じた経緯 

   主要株主である筆頭株主であったダイワボウ情報システム株式会社より、上記Ⅰの自己株式

買付に応じて当社株式を売却したという報告を受けたことから、以下のとおり当社の主要株主

である筆頭株主に異動が生じることとなりました。 

 

 ２．異動する株主の概要 

 （１）主要株主である筆頭株主でなくなるもの 

①名称 ダイワボウ情報システム株式会社 

②住所 大阪市中央区本町三丁目２－５ 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 野上義博 

④事業内容 情報通信機器卸売等販売業 

⑤資本金 11,813,449 千円 

 

（２）新たに主要株主である筆頭株主となるもの 

①氏名 長嶋しのぶ 

②住所 静岡県沼津市 

③当社との関係 創業者 

 

３．異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対

する割合 

 

（１）ダイワボウ情報システム株式会社 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 
大株主順位 

異 動 前 

（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

9,200 個 

（920,000 株） 
44.16％ 第１位 

異 動 後 
6,500 個 

（650,000 株） 
35.85％ 第２位 

 

（２）長嶋しのぶ 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 
大株主順位 

異 動 前 

（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

6,517 個 

（651,700 株） 
31.28％ 第２位 

異 動 後 
6,517 個 

（651,700 株） 
35.95％ 第１位 

（注１） 異動前及び異動後の総株主の議決権の数に対する割合は、以下の株式数を基準に計算しており、小

数点以下第３位を四捨五入して表示しております。 

     ・平成 28 年 8月 25 日現在発行済株式総数 2,296,500 株 



     ・議決権を有しない株式として発行済株式総数から控除した株式数 

 

       異動前  213,500 株 

       異動後  483,500 株（本日取得の自己株式数を加算） 

 

（注２）大株主順位については、自己株式を除外し、平成 28 年 3 月 31 日現在の株主名簿に基づいておりま

す。 

 

４．今後の見通し 

 本異動により、ダイワボウ情報システム株式会社は筆頭株主ではなくなりますが、同社とは今後もその他

の関係会社としての関係は継続し、当社は引き続きＤＩＳグループの一員として協力体制を継続いたします。 

 また、同社は当社の主要取引先であり、今後もビジネス上の関係を維持してまいります。 

 

以  上 


